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ナノテクノロジー・材料

接合科学研究所

特許

論文

参考URL

キーワード 金属材料、固相接合、接合温度、熱影響部、硬度分布

https://www.youtube.com/watch?v=ybW2uMjFE9U

特許6819958、特許6819959
R. Kuroiwa, H. Liu, Y. Aoki, S. Yoon, H. Fujii, G. Murayama and M. Yasuyama, Microstructure control of medium carbon steel joints 
by low-temperature linear friction welding, Science and Technology of Welding and Joining, 25 (2020) 1-9.

　我々の研究グループは、あたかも接合部が存在せず、各
種金属材料同士をそのまま連続的に接合することができ
る「完全接合」技術を確立した。例えば、鋼は無変態接合に
よって接合部の脆化を抑制でき、アルミニウム合金では熱
影響部の軟化を完全に抑制することができる。接合した
い材料同士を押し付けながら昇温する固相接合に関して、

「大きな接合圧力を印加することで接合温度が低下する」
という意外な接合原理の発見により、接合圧力で接合温
度を正確に制御することに成功した。従来の接合方法で
は接合部は構造体の特異点となり、金属材料が本来有す
る優れた特性を十分に活用することができなかったが、
圧力制御線形摩擦接合では接合部を母材と同等と見做
すことができる。

研究の概要

　本研究成果により、接合部における強度及び信頼性の
低下を考慮することが不要となり、様々な手法で高強度化
された鋼やアルミニウム合金等の各種金属材料の特性が
そのまま反映される良好な接合構造体を得ることができ
る。また、金属構造体の製造のみならず、部分的な補強技術
や補修技術としても活用できる。さらに、材料特性の劣化に
留意することなく、金属材を任意の形状及び大きさに組み
上げていくことも可能となることから、切削によって材料を
除去する従来の製造方法から、必要最小限の材料を付加
する製造方法への転換にも寄与することが期待される。

社会実装に向けた将来展望

森貞　好昭特任准教授 藤井　英俊教授

金属材料の完全接合を実現する
低温線形摩擦接合

(図) 圧力制御線形摩擦接合の模式図とA6061アルミニウム
合金継手の断面写真
アルミニウム合金板材同士が極めて薄い接合界面を介して
接合されています。

(図) A6061アルミニウム合金接合部の硬度分布
圧力制御線形摩擦接合で得られた接合部は母材と同じ硬
度分布を有しています。このような硬度分布は、あらゆる金
属材料の接合部に形成させることができます。

https://researchmap.jp/morisada
Researchmap

https://researchmap.jp/read0051741
Researchmap
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論文

参考URL

キーワード

https://scienceportal.jst.go.jp/gateway/sciencewindow/20210311_w01/index.html

地域資源、宗教施設、科学技術、防災、減災、見守り

稲場圭信、川端亮(2020)「自治体と宗教施設・団体との災害時協力に関する調査報告」『宗教と社会貢献』第10巻第1号, pp.17-29.
稲場圭信（2021）「地域資源と科学技術による減災」、大阪大学大学院人間科学研究科附属未来共創センター編『共生社会の
アトリエ』所収、pp.244-253.

　近年、自然災害が頻発し、大規模化している。災害時
に、何が起き、何が不安で、何が必要かを検討し備えるこ
とが地域の安全安心につながる。そのために本共同研
究は立ち上がった。大阪大学共同研究『ITを用いた防災・
見守り・観光に関する仕組みづくり』（2017年～）、大阪大
学社会ソリューションイニシアティブ（SSI）基幹プロジェ
クト「地域資源とITによる減災・見守りシステムの構築」

（2018年～）において、「未来共生災害救援マップ」(略称
「災救マップ」(http://www.respect.osaka-u.ac.jp/map/)）
と独立電源通信システム「たすかんねん」の開発・改良
を進めてきた。
　災救マップは、災害時の避難所混雑やインフラ稼働
状況を伝えるwebアプリで、避難所、緊急避難場所、お
よび寺社等あわせ約30万件のデータを持つ日本最大級
の災害救援・防災マップである。
　たすかんねんは、風力・太陽光発電によって発電・蓄
電された独立電源を活用し、無線通信、照明、カメラ、給
電等をできるようにしたシステムである。災害などによ
る停電時にも独自の通信網で外部との連絡ができる公
共ネットワーク化を目指している。

研究の概要

　2019年には、一般社団法人地域情報共創センター
（RICCC）を設立、社会実装を産官社学連携で進めてい
る。（実装例：大阪大学グローバルビレッジ津雲台、鹿屋
市、南九州市、大阪トヨタ自動車株式会社など）

社会実装に向けた将来展望

稲場　圭信
人間科学研究科

教授

地域資源と科学技術による
減災・見守り

行動経済学

特許

論文

参考URL

キーワード

http://www2.econ.osaka-u.ac.jp/~ohtake/index.htm

行動経済学、ナッジ、感染症、防災、労働

研究の概要

　行動経済学は、理想的な人間と、現実の人間と
のギャップを通して、働き方改革、マーケティング
など、人間の社会活動の様々な課題の解決に活用
できる。

社会実装に向けた将来展望

大竹 文雄, 坂田 桐子, 松尾 佑太, 「豪雨災害時の早期避難促進ナッジ」, 『行動経済学』, 2020, 13 巻, p. 71-93, 
https://doi.org/10.11167/jbef.13.71

感染症総合教育研究拠点・大学院経済学研究科

特任教授 大竹　文雄

　伝統的な経済学では、人々は非常に合理的で、
素晴らしい計算力をもっており、自分の利益のみ
を考えて行動する人々を前提にして、経済の動き
を説明してきた。しかしながら、人間の意思決定に
は合理的決定から系統的な“ずれ”があることが実
験研究や実証分析から明らかにされており、これ
が行動経済学の始まりである。
　現実の人々は、必ずしもいつも最適な選択をし
ているわけではないため、行動経済学をうまく使
うと、人々の選択の自由を維持したまま、人々はよ
りよい選択ができるようになる。
　大竹研究室では、損失回避、現状バイアス、社会
的選好、限定合理性という現実的な人間像の特徴
から、様々なシチュエーションにおける現実の人間
の実際の行動を理論的に予測・検証し、行動経済
学を現実社会の様々な課題の解決に活用しようと
している。

https://researchmap.jp/altruism/Researchmap https://researchmap.jp/ohtakeResearchmap
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キーワード

https://scienceportal.jst.go.jp/gateway/sciencewindow/20210311_w01/index.html

地域資源、宗教施設、科学技術、防災、減災、見守り

稲場圭信、川端亮(2020)「自治体と宗教施設・団体との災害時協力に関する調査報告」『宗教と社会貢献』第10巻第1号, pp.17-29.
稲場圭信（2021）「地域資源と科学技術による減災」、大阪大学大学院人間科学研究科附属未来共創センター編『共生社会の
アトリエ』所収、pp.244-253.

　近年、自然災害が頻発し、大規模化している。災害時
に、何が起き、何が不安で、何が必要かを検討し備えるこ
とが地域の安全安心につながる。そのために本共同研
究は立ち上がった。大阪大学共同研究『ITを用いた防災・
見守り・観光に関する仕組みづくり』（2017年～）、大阪大
学社会ソリューションイニシアティブ（SSI）基幹プロジェ
クト「地域資源とITによる減災・見守りシステムの構築」

（2018年～）において、「未来共生災害救援マップ」(略称
「災救マップ」(http://www.respect.osaka-u.ac.jp/map/)）
と独立電源通信システム「たすかんねん」の開発・改良
を進めてきた。
　災救マップは、災害時の避難所混雑やインフラ稼働
状況を伝えるwebアプリで、避難所、緊急避難場所、お
よび寺社等あわせ約30万件のデータを持つ日本最大級
の災害救援・防災マップである。
　たすかんねんは、風力・太陽光発電によって発電・蓄
電された独立電源を活用し、無線通信、照明、カメラ、給
電等をできるようにしたシステムである。災害などによ
る停電時にも独自の通信網で外部との連絡ができる公
共ネットワーク化を目指している。

研究の概要

　2019年には、一般社団法人地域情報共創センター
（RICCC）を設立、社会実装を産官社学連携で進めてい
る。（実装例：大阪大学グローバルビレッジ津雲台、鹿屋
市、南九州市、大阪トヨタ自動車株式会社など）

社会実装に向けた将来展望

稲場　圭信
人間科学研究科

教授

地域資源と科学技術による
減災・見守り

行動経済学
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論文

参考URL

キーワード

http://www2.econ.osaka-u.ac.jp/~ohtake/index.htm

行動経済学、ナッジ、感染症、防災、労働

研究の概要

　行動経済学は、理想的な人間と、現実の人間と
のギャップを通して、働き方改革、マーケティング
など、人間の社会活動の様々な課題の解決に活用
できる。

社会実装に向けた将来展望

大竹 文雄, 坂田 桐子, 松尾 佑太, 「豪雨災害時の早期避難促進ナッジ」, 『行動経済学』, 2020, 13 巻, p. 71-93, 
https://doi.org/10.11167/jbef.13.71

感染症総合教育研究拠点・大学院経済学研究科

特任教授 大竹　文雄

　伝統的な経済学では、人々は非常に合理的で、
素晴らしい計算力をもっており、自分の利益のみ
を考えて行動する人々を前提にして、経済の動き
を説明してきた。しかしながら、人間の意思決定に
は合理的決定から系統的な“ずれ”があることが実
験研究や実証分析から明らかにされており、これ
が行動経済学の始まりである。
　現実の人々は、必ずしもいつも最適な選択をし
ているわけではないため、行動経済学をうまく使
うと、人々の選択の自由を維持したまま、人々はよ
りよい選択ができるようになる。
　大竹研究室では、損失回避、現状バイアス、社会
的選好、限定合理性という現実的な人間像の特徴
から、様々なシチュエーションにおける現実の人間
の実際の行動を理論的に予測・検証し、行動経済
学を現実社会の様々な課題の解決に活用しようと
している。

https://researchmap.jp/altruism/Researchmap https://researchmap.jp/ohtakeResearchmap
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参考URL

キーワード

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/news/storyz/storyz_research/201703_special_issue03

仕掛け、行動、変化、行動理論

Naohiro Matsumura, Renate Fruchter, Larry Leifer (2015) Shikakeology: Designing Triggers for Behavior Change, AI & Society, 
Springer Verlag, Volume 30, Issue 4, pp. 419-429.
c.30(4):419-429(November2015)

　松村研究室で研究している仕掛学は、人の行動
を変える「仕掛け」を対象にした新しい学問分野で
ある。仕掛けは行動変化を強制するのではなく、
魅力的な行動の選択肢を増やすことで目的の行
動に誘うアプローチをとる。例えば、ゴミ箱をただ
設置してもゴミを捨てたくはならないが、ゴミ箱の
上にバスケットゴールを付けるとゴミでシュートし
たくなり、結果的にゴミ捨て行動が促進される。
　松村研究室では、さまざまな現場を対象にして
実際に仕掛けを考案して作成し、実際の現場で実
験し、効果の検証に取り組むことを通じて、行動変
容の理論と方法の構築に取り組んでいる。

研究の概要

　仕掛学はマーケティングなどさまざまな分野に
応用が可能であり、鉄道駅やショッピングセンター
での人流抑制など、実際の現場での実証実験など
も積極的に推進中である。

社会実装に向けた将来展望

松村　真宏
経済学研究科

教授
https://researchmap.jp/matumuraResearchmap

「仕掛学」
～行動変容の理論と実践の研究～

ゴミ箱の上にバスケットゴールがあるとゴミでシュートしたくなる

つい手を突っ込みたくなる真実の口型手先消毒器
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